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ク
ザ
ー
ヌ
ス
五
百
年
忌
に
出
席
し
て渡

　
辺
　
守
　
道

　
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
ザ
ー
ヌ
ス
（
2
ざ
。
莚
霧
O
¢
鋒
轟
煽
即
μ
亟
◎
H
I
霊
①
駆
）
l

i
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
期
に
哲
学
、
神
学
、
政
治
思
想
、
科
学
等
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
わ
た
っ
て
偉
大
な
足
跡
を
残
し
た
思
想
的
巨
人
一
に
関
し
て
は
、
名

前
の
割
合
に
そ
の
詳
細
が
余
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
う
。
筆
者
は

一
昨
一
九
六
四
年
夏
約
二
ヵ
琵
に
わ
た
っ
て
、
米
国
哲
学
会
（
》
資
費
ざ
⇔
鐸

霞
誌
。
も
。
○
賢
露
。
緯
ω
o
島
蝕
《
）
　
の
好
意
的
援
助
に
よ
っ
て
欧
洲
に
滞
在
し
、

ク
ザ
ー
ヌ
ス
死
表
五
百
年
を
記
念
す
る
二
つ
の
集
り
に
出
席
し
た
。
ま
た

そ
の
前
後
に
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
大
英
博
物
館
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
所
在
の
ヴ
ィ

ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
（
．
イ
く
陣
＃
ゆ
δ
げ
儲
0
7
）
家
の
秘
密
文
庫
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ヱ
の

メ
デ
ィ
チ
家
設
立
の
ラ
ウ
レ
ン
ツ
ィ
ア
…
ナ
図
書
館
（
駿
｝
法
0
8
塗
ζ
①
（
7

8
帥
ピ
麟
ξ
①
壽
冨
訂
幾
）
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
図
蝋
様
等
で
ク
ザ
ー
ヌ
ス
関
係
の
古

写
本
を
調
査
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
で
多
少
私
事
に
わ
た
る
け

れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
経
験
を
し
る
し
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
そ
の
人
、
ま
た
最
近

の
ク
ザ
…
ヌ
ス
研
究
な
ど
に
少
し
触
れ
て
み
た
い
。

　
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
哲
学
史
上
「
知
的
無
知
に
つ
い
て
」
（
O
①
じ
o
o
鑓
凝
・

図
6
蜀
簿
冨
）
　
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
政
治
思
想
史
上
に
お
け

る
「
普
遍
的
和
合
に
つ
い
て
」
（
肩
）
o
（
）
§
o
（
）
箆
§
紳
罷
O
餌
浄
ぎ
｝
…
録
）
の
著

者
と
し
て
の
地
位
も
ま
す
ま
す
重
擬
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
の
上
、
教
会
法

学
者
、
枢
機
卿
と
し
て
も
教
会
内
で
活
躍
し
、
又
、
人
文
主
義
者
と
し
て
は
、

ク
ザ
ー
ヌ
ス
五
百
年
祭
に
畠
席
し
て

喪
失
さ
れ
て
い
た
プ
ラ
ウ
ト
ス
（
霊
9
呉
器
”
誤
ε
ω
窯
p
。
o
o
ξ
の
”
9
b
。
罐
－

同
。
。
腿
G
ご
・
ρ
）
の
劇
を
再
発
見
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
当
時
い
わ
ゆ
る
人
文

主
義
運
動
の
炎
駆
を
な
し
て
い
た
ト
ラ
ヴ
ェ
ル
サ
…
弓
（
日
鑓
く
①
拳
m
已
》

》
ヨ
び
円
。
α
q
び
一
H
G
。
G
。
①
山
心
ω
ゆ
）
、
ブ
ル
ー
二
（
じ
ご
霊
巳
”
い
①
8
鷲
瓢
。
”
H
ω
刈
㌣

置
澄
）
、
ベ
ッ
サ
リ
オ
ン
（
b
d
⑦
。
。
6
。
⇔
臨
○
凝
O
碧
（
尉
ぎ
臥
”
ρ
置
O
O
I
置
認
）
枢

機
卿
ら
の
人
々
と
親
交
を
も
も
っ
た
。
又
地
理
学
に
も
深
い
興
味
を
も
ち
、

最
初
の
中
欧
の
地
図
を
作
成
、
そ
の
上
数
学
、
医
学
、
天
文
学
、
動
力
学

の
分
野
に
お
い
て
も
種
々
の
著
作
を
残
し
て
居
る
。
一
四
五
三
年
に
ト
ル

コ
軍
に
よ
っ
て
東
ロ
ー
マ
帝
国
の
雷
都
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
が
陥
さ

れ
て
後
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ム
教
の
対
決
、
又
宗
教
上
の
寛
容
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
も
深
い
検
討
を
加
え
、
　
「
笹
葺
の
和
合
に
つ
い
て
」

（旧

j
①
℃
鶯
O
Φ
墨
刑
（
圃
O
一
）
及
び
「
コ
ー
ラ
ン
の
精
査
」
（
O
践
σ
㌶
鉱
○
》
げ
7
0
養
謡
）

と
い
う
書
を
著
し
て
い
る
。
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
と
い
さ
さ
か

類
似
点
を
も
つ
こ
の
博
学
多
彩
な
枢
機
卿
は
十
九
世
紀
の
中
期
か
ら
次
第

に
学
徒
の
油
隊
を
集
め
て
来
て
い
る
。
殊
に
第
二
次
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議

の
聡
始
と
共
に
、
教
皇
と
題
教
、
教
皇
と
公
会
議
の
関
係
が
再
び
問
題
と

な
り
、
更
に
カ
ト
り
ッ
ク
教
会
と
他
教
会
、
ひ
い
て
は
他
宗
教
と
の
関
係

が
再
検
討
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
十
五
世
紀
の
公
会
議
運
動
の
理
論
を
最
も

組
織
的
に
集
大
成
し
た
と
い
わ
れ
る
「
普
遍
的
和
合
に
つ
い
て
篇
の
著
者

で
あ
り
、
又
和
念
、
調
和
と
い
う
概
念
を
そ
の
暫
学
的
思
索
、
政
治
社
会

恩
想
の
根
底
に
お
い
た
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
は
一
層
の
関
心
が
払
わ
れ
る
に
至

り
、
　
一
部
で
は
「
ク
ザ
ー
ヌ
ス
復
興
」
の
声
す
ら
聞
か
れ
て
い
る
。

　
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
古
写
本
の
蒐
集
に
深
い
興
味
を
も
ち
、
ラ
テ
ン
語
の
も

の
は
も
と
よ
り
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ヘ
ブ
ル
語
の
古
写
本
も
集
め
た
が
、
一

八
九
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哲
学
研
究
　
第
五
百
一
号

聖ニコラウス養老院（Hospital
St．　Nikolaus，1450年創立）の入

口：1962．11．1．酒井小氏撮影

四
五
〇
年

に
自
分
の

故
郷
で
あ

る
南
独
の

ク
ー
ス
に

キ
リ
ス
ト

在
世
三
十

三
年
を
記

念
し
て
三

十
三
人
組
貧
乏
な
老
人
を
収
容
し
う
る
養
老
院
を
設
立
、
そ
の
図
書
館
に

自
分
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
一
切
を
寄
贈
し
た
。
養
老
院
と
図
書
館
は
五
百
年

の
間
、
戦
火
を
免
れ
て
依
然
と
し
て
存
在
す
る
け
れ
ど
も
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス

・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
は
大
英
博
物
館
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
の
王
立
図
書
館
、

ヴ
ァ
チ
カ
ン
図
書
館
な
ど
に
転
出
又
は
売
却
さ
れ
、
特
に
大
英
博
物
館
の

ハ
ー
レ
ィ
ア
ナ
（
寓
β
o
肖
｝
①
一
鋤
コ
P
）
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
最
近
の
研
究
に
よ
っ

て
重
要
な
古
写
本
を
含
ん
で
居
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
来
た
。
筆
者

は
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
の
ハ
ー
レ
ィ
ア
ナ
三
七
一
〇
と
い
う
教
会
法

に
関
す
る
も
の
を
検
討
す
る
為
一
週
間
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
、
伝
統
と
歴
史

の
重
さ
に
圧
せ
ら
れ
た
よ
う
な
、
あ
の
古
く
す
す
け
た
大
英
博
物
館
の
古

写
本
部
に
通
っ
た
。
そ
れ
は
十
四
世
紀
、
乃
至
は
十
五
世
紀
に
か
か
れ
た

教
会
法
の
註
釈
書
で
あ
っ
て
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
思
想
的
発
展
に
深
い
影
響

を
持
つ
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
五
百
年
祭
の
第
一
の
会
合
は
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
生
地
ク
ー
ス
で
行

な
わ
れ
た
（
冒
げ
ま
¢
日
玖
錬
禽
N
ロ
ヨ
α
O
O
●
日
。
仙
Φ
。
・
冨
σ
q
α
Φ
ω
囚
貼
込
昌
巴
ω

九
〇

Z
涛
。
冠
二
ω
＜
8
図
。
窃
）
。
　
こ
の
町
は
ぶ
ど
う
酒
で
有
名
な
モ
ー
ゼ
ル
河

畔
に
あ
っ
て
、
現
在
は
対
岸
の
ベ
ル
ン
キ
ャ
ス
チ
ル
と
合
同
し
て
ベ
ル
ン

キ
ャ
ス
チ
ル
・
ク
ー
ス
（
b
づ
①
B
口
犀
⇔
ω
一
〇
一
－
囚
口
①
ω
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
筆
者
は
八
月
八
日
、
町
の
中
心
を
一
寸
は
ず
れ
た
安
宿
屋
に
旅
装
を
と

き
、
タ
方
、
五
百
年
祭
開
始
を
告
げ
る
教
会
の
鐘
が
町
中
に
ひ
び
き
わ
た

る
中
を
リ
セ
プ
シ
ョ
ン
の
ひ
ら
か
れ
る
ク
ザ
ー
ヌ
ス
養
老
院
に
む
か
っ
た
。

翌
朝
祭
典
会
場
た
る
、
最
近
新
た
に
建
て
ら
れ
た
ク
ザ
ー
ヌ
ス
・
ギ
ム
ナ

ジ
ウ
ム
に
行
っ
て
み
る
と
、
予
め
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て
可
成
り
多
く
の
教

会
及
び
政
界
の
指
導
者
が
来
る
と
知
っ
て
は
い
た
も
の
の
、
思
っ
て
い
た

以
上
の
大
仕
掛
な
会
合
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
た
。
教
会
側
は
教
皇
パ

ウ
ル
六
世
の
使
節
を
は
じ
め
と
し
て
多
数
の
司
教
や
司
祭
、
又
政
界
か
ら

は
西
ド
イ
ツ
国
会
議
長
、
州
の
文
部
大
臣
を
は
じ
め
多
く
の
名
士
、
そ
れ

に
各
国
の
研
究
者
が
講
堂
を
一
杯
に
う
ず
め
て
い
る
。
一
九
六
〇
年
に
ベ

ル
ン
キ
ャ
ス
チ
ル
・
ク
ー
ス
に
ク
ザ
ー
ヌ
ス
協
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
一

機
関
と
し
て
近
く
の
マ
イ
ン
ツ
大
学
に
ク
ザ
ー
ヌ
ス
研
究
所
が
生
れ
た
が
、

そ
の
所
長
ハ
ウ
プ
ス
ト
（
＝
碧
げ
の
計
勾
巳
0
5
博
士
が
会
合
の
運
営
に
、

又
賓
客
の
接
待
に
多
忙
を
極
め
て
い
る
。

　
初
日
に
は
型
通
り
の
祝
辞
の
ほ
か
に
ク
ザ
ー
ヌ
ス
研
究
に
こ
れ
ま
で
も

っ
と
も
貢
献
し
た
ケ
ル
ン
大
学
の
コ
ッ
ホ
（
囚
。
。
戸
匂
9
Φ
h
）
博
士
及
び
カ

レ
ン
（
国
邑
Φ
P
O
Φ
浮
費
山
）
博
士
、
そ
れ
か
ら
カ
ナ
ダ
の
マ
ギ
ル
（
銀
o
O
白
）

大
学
の
ク
リ
バ
ン
ス
キ
i
（
閑
ま
き
路
￥
男
翁
。
団
ヨ
。
民
）
博
士
が
表
彰
さ
れ
、

ハ
ウ
ブ
ス
ト
教
授
か
ら
大
き
な
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
画
像
の
入
っ
た
表
彰
状
を

う
け
た
こ
と
が
目
ぼ
し
い
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。
又
初
日
（
八
月
九
日
）

と
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
昇
天
の
日
で
あ
る
八
月
十
一
日
に
は
市
内
の
カ
ト
リ
ッ
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ク
教
会
に
お
け
る
司
教
高
慶
ミ
サ
だ
け
で
な
く
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会

に
お
い
て
も
記
念
礼
挿
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
注
図
に
あ
た
い
す
る
。
し
か

し
、
ベ
ル
ン
キ
ャ
ス
チ
ル
・
ク
ー
ス
の
五
百
年
祭
に
お
け
る
最
も
劇
的
な

出
来
事
は
、
八
月
十
一
田
に
キ
リ
ス
ト
教
統
一
推
進
局
長
と
し
て
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
内
で
璽
要
な
地
位
を
占
め
る
ベ
ア
枢
機
卿
と
、
ギ
リ
シ
ャ
正
教

会
の
ア
テ
ナ
ゴ
ラ
ス
総
主
教
か
ら
予
告
な
し
に
派
遣
さ
れ
て
き
た
フ
ィ
ン

フ
ィ
ニ
ス
大
主
教
が
、
席
を
並
べ
て
会
倉
に
出
語
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
ろ

う
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
一
四
三
七
年
教
皇
使
節
団
の
一
員
と
し
て
コ
ン
ス
タ

ン
チ
ノ
…
プ
ル
に
む
か
い
、
又
、
ギ
リ
シ
ャ
正
教
会
の
使
節
団
を
フ
ェ
ラ

ラ
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
公
会
議
に
招
く
こ
と
に
成
功
し
、
そ
の
結
果
と
し
て

た
と
え
短
期
間
と
は
い
う
も
の
の
一
〇
五
賜
年
以
来
分
裂
し
て
い
た
東
西

両
教
会
の
統
一
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
又
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
コ

ン
ス
タ
ン
ヂ
ノ
ー
プ
ル
か
ら
の
帰
途
、
海
上
で
知
的
無
知
と
い
う
彼
の
将

来
の
誓
学
体
系
を
基
礎
づ
け
る
概
念
が
上
か
ら
与
え
ら
れ
た
と
告
白
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
ク
ザ
ー
ヌ
ス
と
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
プ
ル
は
深
い
関

係
に
あ
る
が
、
フ
ィ
ン
フ
ィ
ニ
ス
大
主
教
も
演
説
の
中
で
、
ギ
リ
シ
ャ
正

教
会
は
ク
ザ
ー
ヌ
ス
を
依
然
と
し
て
高
く
評
懸
し
、
死
去
五
百
隼
祭
を
期

し
て
そ
の
尊
敬
の
念
を
あ
ら
た
に
嚢
わ
す
べ
く
露
分
を
こ
の
会
合
に
派
遣

し
た
の
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

　
五
百
言
訳
に
は
儀
式
的
な
部
分
の
ほ
か
に
学
問
的
研
究
発
袈
も
あ
り
、

そ
れ
は
八
月
十
二
日
ま
で
四
総
間
継
続
し
た
。
発
嚢
さ
れ
た
論
文
は
合
計

二
十
穴
、
発
裏
者
を
国
別
に
み
る
と
西
ド
イ
ツ
十
四
人
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

と
イ
タ
リ
や
そ
れ
ぞ
れ
二
人
、
ア
メ
り
カ
、
ベ
ル
ギ
…
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ

ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
各
一
名
と
い
っ
た
分
配
で
あ
っ
た
。
欝
本
人
の
出
席
者

ク
ザ
ー
ヌ
ス
五
斎
年
祭
に
出
席
し
て

は
筆
者
の
外
に
、
ベ
ル
リ
ン
慮
由
大
学
に
お
ら
れ
た
鍔
際
キ
リ
ス
ト
教
大

学
の
酒
井
修
助
教
授
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
お
く
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
が
い

か
に
多
方
薗
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
か
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
よ
く
反
映
し
て

い
る
と
い
え
る
。
初
日
に
は
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
教
会
改
輩
及
び
神
聖
ロ
ー
マ

帝
国
改
革
案
な
ど
が
論
ぜ
ら
れ
た
が
、
第
二
田
の
主
題
は
「
ク
ザ
ー
ヌ
ス

の
西
欧
精
神
史
上
に
お
け
る
地
位
」
に
つ
い
て
で
あ
っ
て
、
ク
ザ
…
ヌ
ス

と
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
、
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ラ
、
レ
イ
モ
ン
ド
・
ラ
ル
、
ペ
ト
ラ

ル
カ
、
ル
タ
ー
、
又
U
Φ
く
9
0
唇
＆
興
舜
と
の
関
係
が
と
り
あ
げ
ら
れ

た
。
こ
れ
ら
の
発
表
に
は
平
均
三
百
人
、
と
く
に
ル
タ
ー
と
の
関
係
の
時

な
ど
は
満
場
立
す
い
の
余
地
も
な
い
有
様
で
、
優
に
五
百
人
は
来
て
い
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
雄
蕊
田
の
主
題
の
「
ク
ザ
ー
ヌ
ス
と
そ
の
遺
麓
」

の
も
と
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
及
び
ブ
ラ
ッ
セ
ル
に
存
在
す
る
ク
ザ
ー
ヌ
ス
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
古
写
本
の
研
究
、
又
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
の
ガ
ン
デ
ィ
ア
ッ
ク

（
（
｝
餌
鵠
氏
臨
一
9
0
　
ζ
9
煽
H
．
凶
O
①
　
儀
㊦
）
教
授
の
「
ク
ザ
ー
ヌ
ス
と
国
際
理
解
」
と

い
っ
た
発
表
が
あ
っ
た
。
最
終
日
に
は
ク
ザ
ー
ヌ
ス
と
近
代
思
想
と
の
関

係
で
、
彼
の
近
代
哲
学
へ
の
貢
献
の
み
な
ら
ず
天
文
学
、
数
学
、
物
理
学
、

動
物
学
及
び
医
学
へ
の
寄
与
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
祭
典
の
照
日
間
ド
イ

ツ
的
色
彩
が
強
烈
で
あ
っ
た
こ
と
は
歪
め
な
い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
に
は

発
衰
は
ド
イ
ツ
語
に
限
る
が
そ
の
後
は
仏
、
英
、
伊
語
の
い
ず
れ
で
討
論

を
し
て
も
よ
い
、
と
い
う
注
意
書
が
あ
っ
た
も
の
の
実
際
の
と
こ
ろ
討
論

も
ド
イ
ツ
語
一
点
ば
り
で
、
こ
の
点
、
後
で
出
鷹
し
た
ブ
レ
サ
ノ
…
ネ
の

会
合
と
は
よ
い
対
照
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
す
べ
て
印
刷
さ
れ
発

表
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。

　
五
百
年
祭
の
終
了
後
一
週
間
、
ベ
ル
ン
キ
ャ
ス
チ
ル
・
ク
ー
ス
に
と
ど

九
一
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ま
り
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
生
家
を
訪
れ
、
彼
が
幼
年
時
代
に
船
を
漕
い
だ
で

あ
ろ
う
家
の
前
を
流
れ
る
モ
ー
ゼ
ル
の
河
畔
を
さ
ま
よ
い
、
養
老
院
内
の

図
書
館
に
通
っ
て
ホ
ン
マ
i
院
長
と
マ
イ
ン
ツ
の
ク
ザ
ー
ヌ
ス
研
究
所
ダ

ン
ツ
ァ
ー
助
手
の
援
助
を
う
け
て
二
、
三
の
古
写
本
を
し
ら
べ
る
こ
と
が

で
き
た
。
不
慮
の
出
火
に
備
え
、
図
書
館
は
最
近
ク
ザ
ー
ヌ
ス
協
会
に
よ

っ
て
耐
火
装
備
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
又
現
在
図
書
館
所
有
の
す
べ
て
の
ク
ザ

ー
ヌ
ス
．
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
古
写
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
も
完
了

し
て
い
る
。
五
百
年
祭
の
た
め
に
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
生
家
も
新
し
く
塗
装
さ

れ
て
い
た
。

　
そ
の
あ
と
、
北
伊
ブ
レ
サ
ノ
ー
ネ
で
開
か
れ
る
国
際
ク
ザ
ー
ヌ
ス
学
会

ま
で
の
一
ヵ
月
近
く
の
間
に
、
ト
リ
エ
ル
、
マ
イ
ン
ツ
、
ケ
ル
ン
、
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
、
ザ
ル
ツ
ブ
ル
ク
、
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
を
め
ぐ
っ

た
。
幸
い
マ
イ
ン
ツ
大
学
総
長
ベ
ェ
ア
マ
ン
（
b
d
似
毒
p
目
し
。
貫
目
Φ
。
。
）

博
士
が
ク
ザ
ー
ヌ
ス
研
究
者
で
あ
る
の
で
博
士
に
色
々
お
世
話
に
な
り
、

九
二

同
大
学
の
ク
ザ
ー
ヌ
ス
研
究
所
で
ハ
ウ
プ
ス
ト
博
士
と
再
会
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
マ
イ
ン
ツ
に
五
日
間
滞
在
後
ラ
イ
ン
河
を
船
で
下
り
、
あ
の
大

伽
藍
で
有
名
な
ケ
ル
ン
に
つ
い
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
一
四

二
五
年
に
ケ
ル
ン
大
学
に
入
学
し
て
哲
学
と
神
学
を
勉
強
し
た
、
と
い
わ

れ
て
来
た
が
、
最
近
の
研
究
は
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
ケ
ル
ン
で
は
哲
学
と
神
学

の
み
な
ら
ず
法
律
史
の
研
究
を
深
く
や
り
、
そ
の
上
多
分
教
会
法
も
教
え

た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ケ
ル
ン
大
学
に
あ
る

ト
ー
マ
ス
研
究
所
は
ウ
ィ
ル
パ
『
ト
（
≦
出
℃
Φ
罫
℃
Q
巳
）
教
授
を
所
長
に

い
た
だ
く
優
れ
た
研
究
所
で
、
老
大
家
コ
ッ
ホ
、
カ
レ
ン
博
士
な
ど
も
依

然
と
し
て
そ
こ
に
関
係
を
も
ち
研
究
を
つ
づ
け
て
い
る
。
各
地
の
図
書
館

の
古
写
本
か
ら
と
っ
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
、
将
来

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
出
版
さ
れ
る
予
定
の
種
々
の
研
究

の
原
稿
な
ど
も
み
る
こ
と
が
で
き
て
有
意
義
で
あ
っ
た
。
同
大
学
の
ビ
ザ

ン
チ
ン
研
究
所
に
お
ら
れ
る
上
智
大
出
身
の
和
田
広
氏
に
は
色
々
と
お
世

話
に
な
っ
た
こ
と
を
感
謝
を
も
っ
て
記
し
て
お
き
た
い
。

　
ケ
ル
ン
の
後
に
訪
れ
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
は
、
そ
こ
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ

ッ
ハ
家
の
秘
密
文
庫
に
あ
る
古
文
書
を
み
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
ヴ
ィ

ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
ハ
家
と
い
え
ば
日
本
の
水
戸
家
の
よ
う
な
も
の
で
、
南
独

バ
イ
エ
ル
ン
地
方
を
一
一
八
○
年
よ
り
一
九
一
八
年
ま
で
治
め
た
名
家
で

あ
る
。
史
料
編
纂
で
有
名
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
エ
・
ヒ
ス
ト
リ

カ
の
事
務
所
な
ど
が
あ
る
、
が
っ
し
り
し
た
石
造
の
、
国
立
図
書
館
の
裏

口
の
方
か
ら
お
そ
る
お
そ
る
入
っ
て
、
門
番
に
教
え
ら
れ
た
文
庫
の
ド
ア

を
押
し
た
ら
、
中
で
は
ス
マ
ー
ト
な
紳
士
が
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
に
む
か
っ

て
仕
事
を
し
て
お
り
、
隣
室
で
は
二
人
物
研
究
者
が
読
書
中
で
あ
る
。
自
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分
の
身
分
、
職
業
、
訪
問
翻
的
な
ど
を
の
べ
た
ら
、
日
本
人
が
そ
ん
な
研
究

を
す
る
と
は
不
思
一
議
と
思
っ
た
ら
し
い
が
、
　
「
こ
の
文
庫
は
御
承
知
の
よ

う
に
ヴ
ィ
ッ
テ
ル
ス
バ
ッ
噺
家
の
も
の
で
あ
る
の
で
閣
下
の
許
可
な
し
に

は
註
文
書
は
お
み
せ
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
今
電
話
で
き
い
て
み
る
か

ら
す
こ
し
待
っ
て
い
た
だ
き
た
い
し
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く

し
て
彼
が
隣
室
か
ら
庚
っ
て
き
て
許
可
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
告
げ
た
時
は

全
く
歯
し
か
っ
た
。
予
め
連
絡
も
せ
ず
に
と
び
こ
ん
だ
の
で
あ
っ
た
が
、

世
界
的
学
者
で
あ
る
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
大
学
の
ク
リ
ス
テ
ラ
…
（
丙
円
…
湾
鉱
竃
さ

℃
餌
箕
（
）
し
教
授
か
ら
の
紹
介
状
を
も
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
上
に
筆
者

が
少
し
な
り
と
も
こ
の
分
轡
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
事
を
簡
単

に
し
た
理
由
で
も
あ
ろ
う
。

　
数
日
こ
こ
で
研
究
を
し
、
文
無
が
午
後
五
十
に
閉
鎖
し
て
後
は
色
々
晃

物
も
し
た
。
た
だ
郊
外
の
テ
ゲ
ル
ン
湖
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

の
は
遺
憾
で
あ
っ
た
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
こ
の
テ
ゲ
ル
ン
湖
畔
に
あ
る
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
派
の
修
道
院
僧
た
ち
と
頻
繁
に
手
紙
の
や
り
と
り
を
し
、
後
年

そ
の
修
道
院
で
余
生
を
過
す
べ
く
一
室
を
謝
意
し
て
お
い
て
も
ら
っ
た
の

だ
が
、
彼
は
つ
い
に
テ
ゲ
ル
ン
湖
を
訪
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ

し
て
篭
者
も
そ
の
機
会
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ド
イ
ツ
よ
り
飛
行
機
で
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
と
び
、
カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
教
会
や

宗
教
改
寵
記
念
碑
な
ど
を
み
た
あ
と
、
ブ
レ
サ
ノ
ー
ネ
に
む
か
っ
た
。
ア

ル
プ
ス
を
汽
車
で
越
す
の
は
全
く
豪
勢
な
旅
で
、
外
の
景
色
に
目
を
う
ば

わ
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
ブ
レ
サ
ノ
！
ネ
（
伊
“
切
3
擁
鴛
O
⇒
ρ
独
“

勢
門
ジ
窪
）
は
人
賑
約
七
千
の
小
さ
い
町
で
、
ブ
レ
ソ
ナ
ー
（
じ
d
毒
雪
醇
）
峠

と
ボ
ル
ザ
ー
ノ
（
¢
o
ミ
諺
（
）
）
の
中
等
に
あ
る
。
私
は
、
濁
際
ク
ザ
ー
ヌ

ク
ザ
ー
ヌ
ス
五
百
年
祭
に
出
席
し
て

ス
学
会
（
H
簿
O
旨
舞
幽
O
鵠
鋤
Φ
吋
O
仁
も
。
鋤
昌
虚
。
。
－
囚
○
コ
α
q
夙
①
霧
）
開
始
の
前
日
（
九
月

五
羅
）
、
会
場
及
び
一
部
参
加
老
の
宿
泊
所
の
あ
る
一
九
六
〇
年
設
立
の

ク
ザ
ー
ヌ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
た
ど
り
着
い
た
。
一
九
一
九
年
に
南
テ
ィ

ロ
ー
ル
地
帯
が
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
か
ら
イ
タ
リ
ヤ
に
割
譲
さ
れ
て
以
来
、
両

國
の
間
に
紛
争
が
絶
え
ず
、
所
謂
「
南
テ
ィ
ロ
ー
ル
問
題
」
と
し
て
畷
連

に
ま
で
持
越
さ
れ
た
が
、
ブ
レ
サ
ノ
ー
ネ
は
そ
の
地
帯
の
殆
ん
ど
中
心
地

に
あ
る
。
新
聞
を
み
て
も
、
郵
便
局
の
掲
示
板
を
み
て
も
、
衝
頭
で
話
し

て
い
る
人
々
に
耳
を
か
た
む
け
て
も
、
ド
イ
ツ
語
と
イ
タ
リ
や
語
の
共
存

で
な
か
な
か
複
雑
な
状
態
と
い
う
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
会
場
は
殆

ん
ど
準
備
が
完
了
、
露
百
官
の
椅
子
が
箆
び
、
そ
の
う
ち
の
大
部
分
に
国

連
で
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
速
時
通
訳
の
受
話
器
が
つ
い
て
い
る
の
が
屡

に
つ
く
。
学
会
秘
書
の
ト
…
マ
ス
研
究
所
の
エ
ッ
カ
ー
ト
（
国
。
瞠
⑦
円
酒

ぞ
浅
Φ
｝
類
繍
）
博
士
及
び
こ
の
会
合
の
準
備
に
一
番
の
責
任
を
も
っ
て
い
る

パ
ド
ゥ
ア
大
学
の
サ
ン
テ
ィ
ネ
ロ
（
ω
鋤
導
ぎ
亀
ρ
○
…
o
〈
き
臥
）
博
士
が
忙

し
く
た
ち
働
ら
い
て
い
る
。
ば
っ
た
り
玄
関
で
逢
っ
た
坂
本
紳
父
さ
ん
に

陶
志
社
大
学
の
口
細
武
四
郎
教
授
も
来
て
お
ら
れ
る
と
聞
き
、
う
れ
し
く

思
っ
た
。
の
ち
に
上
智
大
の
野
村
良
雄
教
授
に
も
お
あ
い
し
た
か
ら
日
本

入
は
都
合
四
人
ブ
レ
サ
ノ
ー
ネ
に
き
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

　
開
会
の
儀
式
は
ベ
ル
ン
キ
ャ
ス
チ
ル
・
ク
ー
ス
の
そ
れ
に
優
る
と
も
劣

ら
ぬ
盛
大
な
も
の
で
、
教
会
関
係
、
政
界
、
学
界
の
指
導
者
が
多
数
参
加

し
た
。
教
皇
パ
ウ
ル
六
字
が
手
紙
を
ブ
レ
サ
ノ
ー
ネ
司
教
に
送
っ
た
こ
と

が
後
え
ら
れ
た
が
、
ク
ザ
…
ヌ
ス
が
ど
の
よ
う
な
地
位
を
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
内
で
占
め
て
い
る
か
を
良
く
示
し
て
い
る
と
愚
う
。
開
会
式
の
う
ち
で

後
に
最
も
話
題
に
な
っ
た
の
は
、
イ
タ
リ
ヤ
の
文
部
大
臣
が
そ
の
演
説
の

九
三
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中
で
、
聴
搬
中
の
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
の
文
部
大
距
に
話
し
か
け
る
が
如
く
に
レ

ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
和
合
、
寛
容
と
い
う
思
想
は
現
在
の
我
々
に
も
多
く
教
え

る
所
を
も
っ
て
い
る
と
強
調
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
圏
境
線
で
射
撃
の
交

換
が
あ
り
、
負
傷
者
も
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
か
ら
、
文
部
大
臣
の
言
は
一
層
深
い
意
味
を
喪
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
ブ
レ
サ
ノ
ー
ネ
で
は
国
際
ク
ザ
ー
ヌ
ス
学
会
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
色
々

な
国
語
が
使
わ
れ
、
研
究
発
表
者
は
西
ド
イ
ツ
よ
り
十
七
入
、
イ
タ
リ
や

八
入
、
ア
メ
リ
カ
四
入
、
オ
ー
ス
ト
リ
ヤ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ
イ
ン
各
三

人
、
カ
ナ
ダ
、
エ
ジ
プ
ト
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
よ
り
夫
々
一
人

集
っ
た
。
筆
者
は
現
在
ア
メ
リ
カ
の
大
学
に
関
係
し
て
い
る
の
で
「
ク
ザ

ー
ヌ
ス
と
寛
容
偏
と
い
う
研
究
発
狂
の
際
英
語
を
使
っ
た
が
、
あ
と
で
三

人
の
学
者
が
質
問
に
立
っ
て
く
れ
た
の
で
大
い
に
激
励
さ
れ
た
。
ベ
ル
ン

キ
ャ
ス
チ
ル
・
ク
ー
ス
の
会
と
も
う
一
つ
の
違
い
は
、
毎
臼
全
員
出
席
の

会
合
が
あ
っ
た
後
、
二
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
分
れ
て
会
が
進
め
ら
れ
た
こ

と
で
あ
っ
た
。
研
究
発
表
の
多
様
性
と
い
う
こ
と
は
こ
こ
で
も
変
り
な
く
、

初
臼
の
開
会
式
の
後
、
第
二
臼
の
主
題
は
「
ク
ザ
ー
ヌ
ス
と
人
文
主
義
し

及
び
「
哲
学
及
び
神
学
上
の
諸
問
題
」
、
第
三
日
は
「
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
哲
学

史
上
に
お
け
る
地
位
」
及
び
「
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
著
窪
及
び
思
想
の
解
釈
に

つ
い
て
」
、
第
五
雛
自
は
…
、
教
会
政
治
」
と
い
う
テ
…
マ
で
あ
っ
た
。
藤
野

濁
に
は
全
員
バ
ス
で
ア
ル
プ
ス
の
遊
手
に
で
か
け
、
ク
ザ
…
ヌ
ス
が
ブ
レ

サ
ノ
ー
ネ
の
司
教
に
な
っ
て
か
ら
バ
イ
エ
ル
ン
公
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
と
の
紛

争
に
ま
き
こ
ま
れ
、
そ
の
結
果
ル
…
ド
ヴ
ィ
ヒ
が
滞
在
中
の
ク
ザ
ー
ヌ
ス

を
襲
撃
し
よ
う
と
し
た
ブ
ル
ネ
ッ
ク
城
を
も
訪
問
し
た
。

　
ド
イ
ツ
か
ら
は
カ
レ
ン
、
ウ
ぐ
ル
．
．
ハ
ー
ト
、
　
ハ
ウ
プ
ス
ト
、
ガ
ダ
マ
；

九
阻

（
O
〔
山
岨
§
9
凄
§
？
0
8
謎
）
、
フ
ォ
ル
ク
マ
ン
シ
漏
り
ッ
ク
（
＜
o
節
営
鋤
糞
￥

ω
o
ぼ
¢
o
ぎ
溶
●
国
．
）
な
ど
、
　
フ
ラ
ン
ス
は
ガ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
、
　
イ
タ
リ

ヤ
か
ら
は
バ
タ
リ
ァ
（
じ
ご
⇔
露
鍛
嬬
上
層
男
O
一
…
O
O
）
、
ゼ
ン
テ
ィ
ー
レ
（
Ω
①
導
躍
や

竃
違
δ
）
な
ど
の
著
名
な
学
者
が
参
加
し
た
け
れ
ど
、
ブ
レ
サ
ノ
ー
ネ
で

の
立
役
者
は
カ
ナ
ダ
の
ク
リ
バ
ン
ス
キ
ー
教
授
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

同
教
授
は
、
一
九
二
〇
年
代
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
ホ
フ
マ
ン
（
鵠
○
臨
ヨ
§
♪

国
籍
ω
叶
）
教
捜
の
旛
導
下
に
二
十
世
紀
に
お
け
る
ク
ザ
ー
ヌ
ス
研
究
の
先
駆

者
の
一
人
と
な
り
、
の
ち
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ど
大
学
及
び
ロ
ン
ド
ン
の
ワ

ー
ル
ブ
ル
グ
研
究
所
（
芝
錠
ぴ
母
α
q
ぎ
の
簿
ρ
嵩
Φ
）
で
研
究
を
継
続
、
現
在
は

マ
ギ
ル
大
学
の
暫
学
部
長
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
関
す
る

蔵
蓄
の
深
さ
は
勿
論
の
こ
と
、
特
色
あ
る
熱
情
的
な
し
ゃ
べ
り
方
、
又
英

仏
独
伊
を
自
由
自
在
に
つ
か
い
こ
な
す
そ
の
巧
み
さ
、
出
席
し
て
い
た
一

部
の
学
生
な
ど
は
特
に
印
象
づ
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
教
授
の
著
作

か
ら
み
て
恐
ら
く
ラ
テ
ン
語
も
霞
由
に
使
い
こ
な
せ
る
と
思
う
。
と
も
か

く
、
数
ヵ
圏
語
を
自
由
に
使
用
し
う
る
欧
洲
の
学
者
の
閥
に
あ
っ
て
、
我

我
棄
洋
生
れ
の
蒲
欧
研
究
者
は
大
い
に
不
利
な
立
場
に
あ
る
こ
と
を
再
び

考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　
ブ
レ
サ
ノ
ー
ネ
の
学
会
の
後
．
は
や
は
η
心
も
軽
く
旅
を
綾
け
る
こ
と
が

出
来
た
。
す
ぐ
近
く
の
パ
ド
ゥ
ア
の
晦
は
一
二
二
二
年
に
設
立
さ
れ
た
パ

ド
ゥ
ア
大
学
の
所
在
地
で
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
こ
こ
で
～
鰻
一
七
年
よ
り
一

四
二
三
年
ま
で
教
会
法
を
学
び
簿
士
智
を
と
っ
た
の
み
な
ら
ず
幾
多
の
入

文
主
義
嚢
と
交
り
、
彼
の
数
学
、
物
理
学
、
天
文
学
、
地
理
学
な
ど
へ
の

関
心
も
パ
ド
ゥ
ア
滞
窪
中
に
深
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
パ
ド
ゥ
ア
は
ま
た

後
年
ガ
リ
レ
オ
が
教
鞭
を
と
り
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
ヴ
ェ
イ
が
勉
．
強
し
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た
り
、
近
代
科
学
の
発
展
と
大
い
に
関
係
が
深
い
が
、
筆
者
に
は
、
中
世

後
期
に
お
い
て
恐
ら
く
最
も
大
胆
な
反
教
会
的
意
見
を
の
べ
、
そ
の
故
に

異
端
者
と
し
て
破
門
さ
れ
、
後
年
を
オ
ッ
カ
ム
と
共
に
バ
イ
エ
ル
ン
の
ル

ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
公
の
宮
廷
に
過
し
た
、
　
「
平
和
の
擁
護
者
」
の
著
者
パ
ダ
ゥ

ア
の
マ
ル
シ
リ
オ
（
鼠
錠
ω
聾
。
費
℃
銭
。
く
欝
お
刈
α
∴
謹
ω
）
の
生
地
と
し

て
興
味
が
深
か
っ
た
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
「
普
遍
的
和
合
に
つ
い
て
」
の
第

二
巻
で
マ
ル
シ
リ
オ
に
欝
及
し
、
結
局
異
端
岩
マ
ル
シ
ー
2
オ
の
説
を
し
り

ぞ
け
て
い
る
が
、
第
三
巻
の
は
じ
め
に
は
「
平
和
の
擁
護
者
」
か
ら
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
を
孫
引
き
し
て
い
る
に
拘
ら
ず
、
そ
の
こ
と
に
は
全
然
ふ
れ

な
い
で
、
恰
も
自
分
が
実
接
に
読
ん
だ
か
の
如
き
書
き
ぶ
り
で
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
の
「
政
治
学
田
を
論
じ
て
い
る
。
　
一
体
ど
こ
で
何
時
ク
ザ
ー
ヌ
ス

が
門
平
和
の
擁
護
者
」
を
読
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
か
。
パ
ド
ゥ
ア
大
学
の
当

時
の
学
生
登
録
簿
が
現
存
し
な
い
の
で
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
パ
ド
ゥ
ア
で
の
活

動
は
残
念
乍
ら
余
り
義
塾
に
知
り
え
な
い
。
マ
ル
シ
リ
オ
に
い
た
っ
て
は

現
在
の
パ
ざ
ウ
ア
に
は
片
鱗
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
次
に
訪
れ
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
．
一
の
町
に
つ
い
て
は
筆
者
が
語
る
必
要
も
な

い
。
ダ
ン
テ
、
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
、
メ
デ
ィ
チ
家
、
マ
キ

ア
ベ
リ
な
ど
薦
欧
史
に
著
名
な
人
々
が
生
活
し
、
又
活
麗
し
た
所
で
あ
る
。

し
か
し
筆
者
の
主
な
蛮
的
は
ラ
ウ
レ
ン
ツ
ィ
ア
…
ナ
図
書
館
に
い
っ
て
一

難
写
本
を
み
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
あ
い
に
く
翌
々
B
に
な
ら
な
い
と
再
嬉

し
な
い
と
知
っ
て
落
胆
し
た
が
そ
の
ま
ま
引
下
る
事
は
な
い
と
思
い
図
書

館
員
に
齎
接
し
、
恩
師
ク
リ
ス
テ
ラ
ー
教
授
と
い
う
潮
海
を
隣
に
の
ぼ
せ

た
ら
そ
の
あ
と
は
事
が
す
ら
す
ら
と
は
こ
ん
だ
。
館
長
に
電
話
を
し
そ
の

許
．
懲
を
え
て
、
古
写
本
を
ラ
ウ
レ
ン
ツ
ィ
ア
ー
ナ
か
ら
す
ぐ
近
く
の
り
ッ

ク
ザ
ー
ヌ
ス
五
否
年
祭
に
出
席
し
て

カ
ル
デ
ィ
ア
…
ナ
図
書
館
（
蛍
げ
ぎ
8
8
蒙
8
錠
毎
露
餌
）
に
移
出
し
、
そ

こ
で
使
用
許
可
す
る
と
い
う
異
例
の
措
鷺
を
取
っ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

暖
か
い
配
慮
で
あ
っ
た
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
パ
ド
ゥ
ア
在
学
時
代
に
ダ
ヴ
ィ

ン
チ
や
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
も
影
響
を
与
え
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
．
一
生
れ
の
ト
ス
カ

ネ
リ
（
8
0
。
・
O
窪
①
｝
戸
℃
勉
O
δ
高
跳
℃
O
麟
N
O
り
同
ω
鶏
山
薩
G
G
憩
）
と
親
友
に
な
り
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ヱ
の
人
文
主
義
者
に
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
南

限
モ
ー
ゼ
ル
産
の
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
パ
ド
ゥ
ア
、
ヴ
ェ
ニ
ス
、
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
な
ど
に
花
を
ひ
ら
き
始
め
て
い
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
影
響
が
大
き
か
っ

た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
満
員
の
急
行
列
車
に
三
時
間
半
殆
ん
ど
立
ち
つ
づ
け
で
ロ
ー
マ
に
到
着

し
た
の
は
第
二
次
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
第
薫
会
期
の
ひ
ら
か
れ
た
日
の
翌

日
九
月
十
五
日
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
マ
の
中
心
部
の
ホ
テ
ル
に
部
屋
を
と
り
、

な
に
は
さ
て
お
き
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
を
見
な
く
て
は
と
ヴ
フ
チ
カ

ン
ま
で
営
内
を
見
物
し
乍
ら
歩
い
た
。
翌
朝
畢
起
し
、
八
時
半
に
ひ
ら
く

ヴ
ァ
チ
カ
ン
図
書
館
に
行
き
図
書
館
使
用
の
パ
ス
を
も
ら
っ
た
。
丁
度
開

会
中
の
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
は
、
司
教
職
の
地
位
と
特
権
を
め
ぐ
る
教
会

の
組
織
の
闘
題
と
か
、
ユ
ダ
ヤ
入
は
キ
リ
ス
ト
を
十
字
架
に
つ
け
た
嚢
任

を
負
わ
さ
る
べ
き
か
と
い
う
よ
う
な
至
要
な
問
題
を
奮
戦
し
て
い
た
わ
け

で
あ
る
が
、
騒
書
館
の
中
で
は
参
考
図
書
室
で
書
を
ひ
も
と
く
研
究
者
や

古
写
本
室
に
写
本
と
と
っ
く
む
学
者
が
外
部
の
世
界
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
暴

く
瀞
か
に
仕
事
を
し
て
い
た
。
し
か
し
入
口
の
署
名
簿
に
≧
⇔
昌
じ
」
巨
○
（
渉

が
懸
者
の
前
に
署
名
し
た
の
を
み
て
、
既
に
数
ヵ
国
語
に
譲
訳
さ
れ
、
最

近
改
訂
版
も
で
た
あ
の
名
著
「
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
・
専
”
鋼
政
治
の
一
研
究
」
の

著
者
が
こ
こ
で
鶴
の
研
究
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と
で
あ

九
五
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暫
学
研
究
　
第
五
百
一
暦

る
。　

ヴ
ァ
チ
カ
ン
魍
書
館
は
ク
ザ
…
ヌ
ス
の
友
人
で
書
籍
愛
好
家
の
教
皇
ニ

コ
ラ
ス
五
世
に
よ
っ
て
そ
の
基
礎
が
お
か
れ
、
現
在
の
蔵
書
は
彪
純
な
も

の
で
あ
る
。
未
整
理
で
研
究
者
の
来
る
の
を
待
っ
て
い
る
も
の
も
無
数
と

い
わ
れ
る
。
こ
れ
が
す
ぐ
れ
た
参
考
図
書
室
の
存
在
と
あ
い
ま
っ
て
各
局

の
学
煮
を
ひ
き
つ
け
る
重
要
な
理
由
で
あ
ろ
う
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
、
や
は

り
友
人
で
人
文
主
義
者
の
エ
ネ
ア
ス
・
シ
ル
ヴ
ィ
ウ
ス
が
教
皇
と
な
っ
て

ピ
ウ
ス
ニ
世
と
称
し
、
ト
ル
コ
二
本
．
嫉
の
為
の
十
字
軍
を
編
成
す
べ
く
一

時
ロ
ー
マ
を
離
れ
た
時
に
、
教
皇
代
理
の
要
務
を
帯
び
た
こ
と
が
あ
る
が
、

そ
の
時
に
は
書
籍
愛
好
家
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
図
書
館
に

出
入
り
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
現
在
の
サ
ン
・
ピ
エ

ト
ロ
大
聖
堂
、
魍
書
館
及
び
附
属
の
建
物
は
十
六
世
紀
後
に
た
て
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
か
ら
、
現
在
の
図
書
館
に
ク
ザ
ー
ヌ
ス
が
出
入
り
し
た
と
い

う
事
は
あ
り
え
な
い
。
ビ
ウ
ス
ニ
世
は
自
伝
を
書
い
た
唯
一
の
教
皇
で
あ

る
が
、
そ
の
「
三
顧
録
」
の
中
で
、
ク
ザ
…
ヌ
ス
が
そ
の
教
皇
庁
改
革
案

が
用
い
ら
れ
ず
、
教
塁
庁
が
繍
喫
し
て
い
る
こ
と
を
悲
し
ん
で
、
自
分
を

隠
退
さ
せ
て
く
れ
と
ピ
ウ
ス
ニ
世
に
ね
が
っ
て
号
泣
し
た
、
と
記
し
て
い

る
。
あ
の
壮
大
で
豪
華
な
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
や
図
書
館
と
い
く
つ

か
の
美
術
館
を
含
む
大
建
築
が
行
わ
れ
た
時
代
に
若
し
生
き
て
い
た
ら
ク

ザ
ー
ヌ
ス
は
何
と
い
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
併
し
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
大
聖
堂
の
所
在
地
ロ
ー
マ
は
ま
た
ク
ザ
ー
ヌ
ス

の
永
遠
の
憩
い
の
土
地
と
も
な
っ
た
。
十
字
軍
編
成
に
苦
闘
す
る
ピ
ウ
ス

ニ
世
を
不
本
意
な
が
ら
援
助
す
べ
く
マ
ン
ト
ア
に
む
か
っ
た
ク
ザ
ー
ヌ
ス

は
、
　
ロ
…
マ
ト
軌
り
血
雌
く
・
な
い
ト
山
ア
イ
で
～
四
六
四
年
八
㎝
月
L
γ
一
日
に
死
・
黛

九
六

し
た
。
枕
、
頭
に
か
け
つ
け
た
友
人
の
一
人
は
医
師
で
あ
る
ト
ス
カ
ネ
リ
で

あ
っ
た
。
遺
体
は
遺
事
に
も
と
づ
い
て
ロ
…
マ
の
サ
ン
ψ
ピ
エ
ト
ロ
・
イ

ン
・
ヴ
ィ
ン
コ
リ
教
会
に
埋
葬
さ
れ
た
が
、
心
臓
だ
け
は
故
郷
ク
ー
ス
の

養
老
院
の
チ
ャ
ペ
ル
に
送
ら
れ
そ
こ
に
葬
ら
れ
た
。
今
日
サ
ン
・
ピ
エ
ト

ロ
・
イ
ン
・
ヴ
ィ
ン
コ
リ
教
会
の
広
場
に
は
多
数
の
遊
覧
バ
ス
が
と
ま
っ

て
訪
問
考
が
絶
え
な
い
が
、
彼
等
の
殆
ん
ど
全
部
は
丁
度
百
年
後
に
死
ん

だ
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
有
名
な
モ
…
ゼ
の
像
を
賞
讃
す
る
の
み
で
ク
ザ
ー

ヌ
ス
の
墓
の
存
在
を
も
知
ら
ず
に
立
去
っ
て
行
く
。
筆
者
が
訪
れ
た
時
も
、

奥
に
あ
っ
て
照
明
燈
に
て
ら
さ
れ
、
晃
物
人
に
囲
ま
れ
た
モ
ー
ゼ
の
像
と

は
全
く
反
対
の
、
入
購
を
入
っ
た
う
す
ぐ
ら
い
左
隅
に
あ
る
、
ペ
テ
ロ
の

前
に
ひ
ざ
ま
ず
い
た
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
像
に
は
一
人
の
訪
問
者
も
い
な
か
っ

た
。
そ
し
て
誰
か
が
捧
げ
た
花
束
の
中
の
カ
ー
ド
の
「
五
百
年
を
記
念
し

て
」
と
い
う
字
も
殆
ん
ど
読
め
な
い
程
で
あ
っ
た
。

　
哲
学
者
と
し
て
、
神
学
者
と
し
て
の
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
つ
い
て
は
今
後
も

色
々
と
議
論
さ
れ
研
究
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
一
昨
年
哲
学
者
ヤ
ス
パ
…
ス

の
「
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
ザ
…
ヌ
ス
」
と
い
う
本
が
出
て
、
ハ
ウ
プ
ス
ト
教
授

な
ど
は
き
び
し
い
批
判
を
し
て
い
る
け
れ
ど
可
成
り
ひ
ろ
く
読
ま
れ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
若
い
学
者
の
デ
ュ
プ
レ
（
U
鱈
箕
田

≦
夢
飢
ヨ
）
博
士
夫
妻
が
主
要
哲
学
神
学
著
作
を
新
た
に
独
訳
す
る
と
い

う
野
心
的
な
仕
事
を
は
じ
め
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
も
最
近
カ
ッ
シ
ラ
ー

の
名
著
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
哲
学
に
お
け
る
個
人
と
牢
・
宙
篇
が
英
訳
さ
れ
た

が
、
そ
の
中
で
ク
ザ
…
ヌ
ス
に
関
し
て
は
こ
章
が
費
さ
れ
て
い
る
。
新
進

の
教
会
史
学
者
ざ
…
ラ
ン
（
H
）
O
一
鋤
昌
植
旨
O
ゲ
⇔
　
℃
．
）
教
授
は
や
は
り
一
昨
年
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ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
主
要
著
作
の
抜
葦
を
英
訳
出
版
し
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の

基
礎
と
な
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
版
ク
ザ
ー
ヌ
ス
全
集
も
一
九
三
二
年
以
来

既
に
八
巻
を
数
え
て
い
る
。
ハ
…
レ
ィ
ア
ナ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
ブ
ラ
ッ

セ
ル
の
王
立
図
書
館
、
そ
の
上
に
ク
ー
ス
の
養
老
院
図
書
館
の
ク
ザ
ー
ヌ

ス
古
写
本
の
研
究
が
す
す
む
に
つ
れ
、
人
文
主
義
学
者
と
し
て
の
ク
ザ
ー

ヌ
ス
も
ま
す
ま
す
重
視
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
又
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
声
が
一
層
高
く
な
り
、
第
二
次
ヴ

ァ
チ
カ
ン
公
会
議
と
共
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
組
織
の
改
革
と
い
う
事
が
重

要
課
題
と
な
る
に
つ
れ
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
を
キ
リ
ス
ト
教
内
は
勿
論
他
宗
教

と
の
和
合
を
訴
え
た
先
駆
者
、
　
「
宗
教
敗
革
以
前
の
宗
教
改
革
者
」
と
し

て
高
く
評
働
し
ょ
う
と
す
る
動
き
が
一
部
に
み
ら
れ
る
の
は
理
解
に
か
た

く
な
い
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
誌
は
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
で
最

近
決
定
さ
れ
た
教
会
組
織
に
つ
い
て
の
画
期
的
変
革
に
嘉
す
る
「
エ
キ
ュ

メ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
一
昨
年
（
一
九
六
四
年
）
十
月
七
B
の
社

説
で
、
　
「
反
宗
教
改
革
は
終
っ
た
」
と
将
来
の
歴
史
家
は
第
一
～
次
ヴ
ァ
チ

カ
ン
公
会
議
に
つ
い
て
評
価
す
る
で
あ
ろ
う
と
論
じ
て
い
る
。
W
・
C
・

C
な
ど
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
側
の
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
と
並
ん
で
、
カ
ト
リ
ッ

ク
の
側
の
こ
の
流
れ
は
最
近
著
し
い
。
宗
教
改
革
後
に
開
か
れ
た
ト
レ
ン

ト
公
会
議
以
来
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
及
び
ギ
リ
シ
ャ
正
教
会
に
対
し

て
戦
闘
的
批
判
的
立
場
を
取
っ
て
来
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
が
、
教
皇
ヨ
ハ

ネ
ス
ニ
十
三
世
の
第
二
次
ヴ
ァ
チ
カ
ン
公
会
議
騰
始
と
い
う
劃
期
的
事
件

以
来
、
ご
く
短
期
閤
の
う
ち
に
そ
の
戦
蘭
的
機
構
を
解
棒
し
、
二
十
世
紀

の
世
界
に
む
け
て
蘭
放
さ
れ
た
教
会
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
誠
に
注
屠

に
値
す
る
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
生
き
た
十
五
世
紀
と
い
う
時
代
は
キ
弓
ス
ト

ク
ザ
ー
ヌ
ス
五
百
年
祭
に
出
席
し
て

教
の
歴
史
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
西
洋
歴
史
一
般
に
お
い
て
も
、
波
瀾

万
丈
の
縛
期
で
あ
っ
た
。
教
会
内
の
分
裂
で
～
時
は
二
人
、
後
に
は
三
人

も
教
皇
が
存
在
し
た
混
乱
期
は
す
ぎ
た
も
の
の
、
公
会
議
運
動
の
高
ま
り

に
よ
り
、
教
会
と
は
何
か
、
教
会
は
い
か
に
組
織
さ
れ
又
改
革
さ
る
べ
き

か
が
深
刻
な
問
題
と
な
り
、
そ
の
上
欧
洲
内
で
は
ボ
ヘ
ミ
や
地
方
に
お
け

る
フ
ス
の
支
持
者
ら
の
電
食
に
よ
り
、
又
欧
洲
外
か
ら
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒

で
あ
る
ト
ル
コ
人
の
脅
威
の
増
大
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
間
に
危

機
感
が
強
ま
っ
た
時
で
も
あ
る
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
和
合
、
協
調
の
精
神
は

こ
う
し
た
中
で
展
下
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
筆
者
は
「
ク
ザ
ー
ヌ
ス
復

興
漏
を
容
易
に
語
り
、
彼
を
ル
タ
…
の
先
駆
者
と
冤
恕
し
、
又
十
八
撤
回

の
理
神
論
者
に
も
似
た
「
宗
教
の
自
由
し
の
擁
護
者
と
み
る
人
々
に
は
組

し
え
な
い
。
し
か
し
あ
る
点
で
共
通
し
た
世
界
と
教
会
の
こ
の
現
在
の
変

革
の
時
代
に
当
っ
て
、
教
会
の
組
織
、
改
革
に
つ
い
て
、
又
儒
仰
に
も
と

ず
く
和
合
、
理
解
に
つ
い
て
、
幾
多
の
貴
重
な
指
示
を
今
も
ク
ザ
～
ヌ
ス

は
与
え
う
る
と
深
く
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
に
対
し
て
更
に
多

く
の
関
心
と
注
意
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
こ
の
報
告
を
終
え
る

こ
と
に
し
た
い
。
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